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(1) 

𝑂𝑃⃗⃗⃗⃗  ⃗ = (
𝑝

𝑝2) (−1 ≦ 𝑝 ≦ 1)とすると 𝑂𝑄⃗⃗⃗⃗⃗⃗ = (
2𝑝

2𝑝2) 

𝑋 = 2𝑝, 𝑌 = 2𝑝2とすると 𝑝 =
𝑋

2
 ∴ 𝑌 =

𝑋2

2
 (−2 ≦ 𝑋 ≦ 2) 

点𝑄の軌跡は ∴ 𝑦 =
𝑥2

2
 (−2 ≦ 𝑥 ≦ 2) ⋯⋯(答) 

 

(2) 

(1)で求めた点𝑄の軌跡を𝐶′とする。 

𝐶′を𝑥軸の正方向に 1 移動させるとき、𝐶′が通過する領域が、点𝑆が動く領域である。 

 

点𝑆が動く領域を図示すると、右図の通り。求める面積を𝑇とすると、対称性より 
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 ∴ 𝑇 =
95

24
 ⋯⋯(答) 
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